
近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
６クール日報（２月１３日～２月１９日）
	報告日
天気
	２月１６日（金）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：西浦
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化ホール

	近ブロメンバー
	６クール　原⽥、奥村、⼤⻄、藤原、堤添、出、奥⽥、窪田、門野、西浦（１０名）

	（主な日程）
	8:30  朝礼、本日の活動説明
9:00　団体ボラ到着・オリエン・マッチング
9:30  石川県ボラバス到着・オリエン（団体ボラマッチング後）
10:40 ボランティア送り出し完了（主に御祓（みそぎ）、矢田郷、西湊地区）
活動中Ｖ問合せ対応
11:00 現地調査開始
14:30 県ボラ活動終了・完了報告
15:00 県ボラ解散（七尾美術館で解散）
　　　翌日のボラ活動のアポ取り
現地調査戻り・翌日の訪問調査のアポ取り
16:45 スタッフ終礼
17:15 終礼終了
マッチング準備（主に袖ヶ江、御祓（みそぎ）、西湊、矢田郷地区）
19:50 活動終了

	報告事項

	〇前日に地震があったため、県ボラバス経由で活動を予定していた金沢大学（30名）が昨夜キャンセルとなった。大学の基準では、前日に震度３以上があった場合は活動を取りやめることになっているため、ボランティア数が当初見込んでいたよりも減少した。
〇運営補助に入る市職員から、完了件数は概ね1日25～30件程度を目指して欲しいとの発言あり。ただし、仮仮置場の受入れ体制が整わない中で無理に搬入すると、仕分け作業が追い付かなくなる危険性もあるため、集積場の待ち時間などにも留意しながら活動を進めるようにとの指示があった。
【V56人、現地調査20件、マッチング数23件、活動完了14件】
〇地元コアメンバーと今度の活動先についての打ち合わせを行い、仮仮置場の運用について改めて認識を共有した。仮仮置場を同時に複数作るとマンパワーや車両が分散して運用に支障を来すため原則１箇所のみとし、仮仮置場を中心とした地区を重点的に進めていく方針を改めて確認した。
（終礼での共有事項）
〇活動エリアがある程度絞り込めたため、活動先のアポ取りは翌日分だけでなく数日先実施していく。

	今後の主な予定
	〇袖ヶ江地区の仮仮置場（七尾美術館）は明日まで使用可能。引き続き周辺エリアを中心に活動していく。

	調整課題・所感等
	本クールのミッション【現調特化日（2/20）に向けた準備】
　本クールの活動日は残り２日であるため、現調特化日を見据えて体制図の修正および手順書案を作成した。コアメンバーで運営方法や災ボラ機能をどこまで残すのか協議していく。

	その他
	



